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プレス・樹脂製品事業 バルブ製品事業

バルブコア チューブレスバルブ TPMS送信機

複数の世界トップシェア製品をもつバルブ製品、世界で需要増加が続いてい
るタイヤの空気圧を監視するシステムのTPMS製品や、鍛圧製品などで構成
されています。また、航空機、産業機械、エネルギー産業向けバルブも製造し
ています。 [米国・フランス・ベルギー・英国・中国・台湾・韓国・タイ]

軽量化と高剛性化を両立させる超ハイテン材の成形技術をもつプレス製
品、フィルム加飾技術やNV性能制御技術などで多彩な製品を提供する
樹脂製品などを製造しています。 [米国・中国・台湾・タイ]

ホイールキャップ センターオーナメント

エンジンカバー

フードヒンジ

フロントピラー
ロアアウタ

ハイブリッド
バッテリーケース

PHV用
スプラインプレート

チャージバルブ リリーフバルブ

航空機用バルブ 産業機械用バルブ

自動車以外の部品

カーエアコン関連

タイヤバルブ関連

オイルパン

事業と主要製品の概要

1930年創業、2020年で創業90年

コンプレッサー部品
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ピーアイシステム㈱

★ Pacific Industries (Thailand) Co., Ltd

長沙太平洋半谷汽車部件有限公司

プレス・樹脂製品事業 バルブ製品事業

日本（持分法適用会社）

天津太平洋汽車部件有限公司

太平洋バルブ工業株式会社

太平洋エアコントロール工業株式会社

PECホールディングス株式会社

Pacific Industries 
USA Inc.

太平洋産業㈱

Pacific Industries Europe NV/SA

米国

中国

韓国

国内連結子会社

持株会社等

タイ

ベルギー

Pacific Manufacturing Tennessee, Inc.

Pacific Manufacturing Ohio, Inc.

太平洋汽門工業股份有限公司

太平洋工業（中国）
投資有限公司太平洋汽車部件科技（常熟）有限公司

台湾

グループ会社の概要

★Pacific Auto Parts (Thailand) Co., Ltd

中部
西大垣工場 東大垣工場 北大垣工場 美濃工場

養老工場

九州 九州工場

東北 栗原工場 若柳工場

個
別

国内８工場、連結子会社１８社、海外８ヵ国で事業展開

その他

Schrader-Bridgeport International,Inc.

Schrader SASフランス
August France

Holding Company
SAS

イギリス UK Service Office（支店）

★2020/11/2
タイ2社統合予定

日

本

欧

米

連
結ア

ジ
ア

JCR格付

A-(安定的)
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２-１ 第２Ｑ 連結業績
2

コロナ禍における経営

•感染防止の徹底

•グローバルでの対策と社会・家族・地域との連携

•原価低減、固定費削減によるスリム化、

Web会議活用・仕事のやり方改善

•生産体制・サプライチェーン・雇用維持

•生産回復への追従、資金マネジメント

コロナ対策と足元固め
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１．2020年度第2四半期業績

２．2020年度通期予想

３．サステナビリティ経営

４．中期事業取組み
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（百万円、％）

増減 増減率 増減 増減率

売上高 82,765 58,500 23,838 40,989 64,827 6,327 ＋10.8 △17,937 △21.7

4,683 △1,600 △2,249 3,111 862 2,462

5.7% △2.7% △9.4% 7.6% 1.3%

4,935 △1,000 △1,784 3,098 1,313 2,313

6.0% △1.7% △7.5% 7.6% 2.0%

3,473 △1,000 △1,299 2,242 942 1,942

4.2% △1.7% △5.5% 5.5% 1.5%

前第２

四半期累計

当第２四半期累計
前年同期比

7/29

前回予想
累計実績

前回予想比
1Q実績 2Q実績

経常利益 ― △3,622 △73.4

営業利益 ― △3,820 △81.6

四半期純利益 ― △2,531 △72.9

過去

最高

過去

最高

２-１ 第２Ｑ 連結業績
2

1-1 第2Q 連結業績

✔売上高 大幅な減収予想から販売回復

✔営業利益 改善努力と販売回復により、前回予想比２４億円プラス

改善努力および販売回復により、2Qおよび累計で黒字化

7/31



≪20年度2Q 対 19年度2Q≫
営業利益△38億円

≪20年度2Q 対 19年度2Q≫
売上高△179億円

1-2 第2Q 連結 売上高・営業利益増減要因

平均為替レート
・19/2Q 109.3円
・20/2Q 106.4円

コロナ影響により大幅減収なるも、改善・経費削減で黒字確保
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566
457

260

190

827

648

19/2Q 20/2Q

14

△ 2

32

10

46

8

19/2Q 20/2Q

≪売 上 高≫ ≪営業利益≫ （億円）

プレス
・樹脂

バルブ

1-3 第2Q 連結事業別セグメント

（△27％）

（△19％） （△67％）

バルブ事業は黒字化、プレス・樹脂事業は赤字幅減少
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29

5

9
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46

8

19/2Q 20/2Q

394
306

304

224

129

116

827

648

19/2Q 20/2Q

（億円）

日本

欧米

1-4 第2Q 連結地域別セグメント

アジア

≪売 上 高≫ ≪営業利益≫

（△22％）

（△26％）

（△10％）

（＋3％）

（△81％）

日本・アジアは黒字化、欧米は赤字幅減少
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１．2020年度第2四半期業績

２．2020年度通期予想

３．サステナビリティ経営

４．中期事業取組み
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（百万円、％）

増減 増減率 増減 増減率

売 上 高 165,969 135,000 64,827 80,173 145,000 10,000 7.4% △20,969 △12.6%

営 業 利 益 10,511 2,000 862 5,138 6,000 4,000 200.0% △4,511 △42.9%

経 常 利 益 11,130 3,000 1,313 5,187 6,500 3,500 116.7% △4,630 △41.6%

(四半期)当期純利益 7,256 2,000 942 3,558 4,500 2,500 125.0% △2,756 △38.0%

売 上 高

営 業 利 益 率
6.3% 1.5% 1.3% 6.4% 4.1% 2.6% △2.2%

Ｒ Ｏ Ｅ 7.5% 2.0% 1.9% 7.2% 4.5% 2.5% △3.0%

Ｒ Ｏ Ａ

( 営 業 利 益 ﾍ ﾞ ｰ ｽ ）
5.2% 1.0% 0.8% 4.9% 2.9% 1.9% △2.3%

一 株 当 り

純 資 産
1,614 1,622 1,613 1,661 1,661 39 2.4% 47 2.9%

前回予想比 前期比
'19実績

'20

前回予想

2020年度

上期実績 下期予想 通期予想

（円）

過去

最高

過去

最高

2-1 通期 連結 業績予想

✔売上高 下期販売は回復基調

✔営業利益 改善の継続と販売回復により、前回予想比４０億円プラス

2020年度の業績は、2Q以降、黒字見込み
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△4△7 +6

△183

販

売
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換
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△22

単位：億円

2-2 通期 連結売上高・営業利益 増減要因

≪20年度予想 対 19年度≫
営業利益▲45億円

≪20年度予想 対 19年度≫
売上高▲209億円

平均為替レート
・19年度 109.2円
・20年度 105.7円

改善努力と販売回復で黒字確保

13/31



1,138 
1,020 

518

427

1,659

1,450

19年度 20年度

38
25

65

35

105

60

19年度 20年度

≪売 上 高≫ ≪営業利益≫ （億円）

プレス
・樹脂

バルブ

2-3 通期 連結事業別セグメント

（予） （予）

（△18％）

（△10％）
（△47％）

（△35％）

両事業ともに減収減益なるも、黒字見込み
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53
35

22

6
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15

105

60

19年度 20年度

777 690

589

495

292

265

1,659

1,450

19年度 20年度

（億円）

日本

欧米

2-4 通期 連結地域別セグメント

アジア

≪売 上 高≫ ≪営業利益≫

（予） （予）

（△34％）

（△73％）

（△36％）

（△11％）

（△16％）

（△9％）

日本・欧米・アジアともに減収減益なるも、黒字見込み
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2-5 株主還元

■年間配当
2020年度予定 年間：20円（中間：10円 期末：10円）

13 14 14 16
10

15 14
19 14

10

28 28
33

30

20

20.3%
22.7% 22.8%

25.0%
26.9%

0

10

20

30

40

50

60

’16年度 ’17年度 ’18年度 ’19年度 ’20年度(予)

中間配当 期末配当 連結配当性向

中間配当10円実施
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89.9 
113.1 112.4 

163.8 

90.0 

45.2 

61.3 59.4 

49.3 

78.0 

31.0 

33.8 47.8 

21.3 

22.0 166.3

208.3
219.7

234.5

190.0

'16 '17 '18 '19 '20

≪減価償却費≫≪設備投資≫
（億円）

日本

欧米

アジア

2-6 連結設備投資・減価償却費

(予) (予)

52.2 
61.8 

77.1 83.7 85.7 

9.6 

13.1 

25.9 

33.4 
41.0 

22.2

24.1

23.9

24.7
23.6

84.1

99.1

127.0

141.9
150.3

'16 '17 '18 '19 '20

設備投資は厳選して実施
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2-7 連結キャッシュフロー

19年3月末  20年3月末 21年3月末(予)

有利子

負債残高
 616億円  636億円 689億円(+20億円) (+53億円)

200
180

214

（億円） フリーキャッシュフロー △20億円
フリーキャッシュフロー △30億円

営業活動 +170

営業活動 +211

投資活動

△242

投資活動

△190

財務活動

+0
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+40
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必要資金を確保、投資は継続
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持続可能な社会の構築、SDGsの取組み

3-1 サステナビリティ経営

ステークホルダーとの信頼醸成

製品を通じた社会・顧客課題の解決

環境負荷の極小化

サステナビリティ経営 ４つの柱 中期経営計画「OCEAN-22」

プレス・樹脂事業

バルブ・TPMS事業

新規事業

自動車の軽量化・安全・環境性能向上に寄与
EV化に貢献する防音防振製品の積極展開

社会に貢献できる新領域の製品・サービスの開発

インフラに欠かせない車のコア製品の安定供給維持
安全・環境に寄与するTPMSのバリエーション展開

15のマテリアリティ

長期ビジョン PACIFIC GLOCAL VISION

人財の尊重と活躍

社
会
課
題
解
決
に

役
立
つ
も
の
づ
く
り
の
推
進
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3-2 サステナビリティ経営

サステナビリティ4本の柱と、15のマテリアリティを特定

■製品を通じた社会・顧客課題の解決

Pacific Glocal Vision：
持続可能な社会に向けて、コア技術を活かし、新事業・新製品・新技術を提供し続ける企業

・持続可能なモビリティ社会と豊かな暮らしへの貢献
・モビリティの安全性向上
・環境配慮製品の開発

■ステークホルダーとの信頼醸成
・企業倫理・コンプライアンス
・責任ある調達
・顧客満足度の向上
・地域社会の発展

Pacific Glocal Vision：
ステークホルダーに信頼され、地域社会に根ざし、共存・発展できる真のGLOCAL企業

PCR検査カー寄贈
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3-3 サステナビリティ経営

サステナビリティ4本の柱と、15のマテリアリティを特定

■環境負荷の極小化
・気候変動の緩和及び適応
・持続可能な資源の利用
・水資源の保全

■人財の尊重と活躍

Pacific Glocal Vision：
社員の新しい発想や挑戦を大切にし、仕事と生活の調和が実感できる企業

・人権の尊重
・安定した雇用と働きやすい職場
・従業員の安全と健康
・人財育成と挑戦できる風土の醸成
・ダイバーシティ＆インクルージョン

PACIFIC環境チャレンジ2050

Pacific Glocal Vision：
持続可能な社会に向けて、コア技術を活かし、新事業・新製品・新技術を提供し続ける企業
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戦略取組みス ピー ド ア ッ プ

4-1 外部環境変化と中期取組み

市場ニーズ：安全性能・環境性能・快適性能の向上

業界動向・顧客ニーズに応える技術開発・拠点整備
新技術・新材料・新工法開発の加速

当社方針

【社会的要求】
・SDGs ・ESG

【100年に一度の大変革】
・CASE ・モビリティ社会進展

軽量化 防音・防振 EV 新領域・新製品

コロナ影響により変化が加速
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４-５ ＴＰＭＳの拡充
23

4-2 プレス・樹脂技術の拡がり

軽量化 ・衝突解析 ・防音防振

Now Future
コア技術

プレス成形技術
金型・溶接・塗装・成形

フィルム加飾

高意匠樹脂

樹脂成形技術

防音・防振

ウレタン発泡技術

EV化ノイズの防音・防振
FRP・新素材開発

高 機 能 製 品

アルミプレス

アルミ

FSW・各種接合技術

冷間超ハイテンプレス
ホットスタンプ

プレス単品
小物プレス

サブASSY

鍛圧プレス

軽量化・骨格部品

1470MPa材冷間プレス
量産技術確立

衝突解析技術による
ボデー構造提案

大物ボデー骨格
ASSY

機 能 部 品
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4-3 ボデーシェルメーカーへの進化

構造提案とアセンブリ領域拡大

■骨格プレス部品の強化

超ハイテンプレス成形技術の深化
→冷間での更なる成形領域の拡大

衝突解析技術の深化
→ボデー最適構造提案

小規模アセンブリから中規模領域への拡大
→大物ボデー骨格ASSY部品の受注

■EV化ノイズの防音・防振

人の可聴域

こもり音

低
速

中
速

高
速

ロードノイズ タイヤパターンノイズ

ギヤ騒音

エンジン透過音
風切り音

ブレーキ鳴き

・EV化、欧州騒音規制によるニーズ拡大

・発泡ウレタン技術の深化、新素材開発による領域拡大

26/31



４-５ ＴＰＭＳの拡充
23

4-4 バルブ技術の拡がり

シール技術・制御技術

Now Future
コア技術

シール技術

制御機器バルブ

各種産業用

圧力・流量制御・電動制御技術

ニーズに合わせ個別開発・提案

タイヤバルブ

TPMS

OE向けトップシェア維持
Schraderとのシナジー創出

バリエーション展開
次世代製品開発

センシング・電子制御・無線技術

IoT・新領域

タイヤバルブ・カーエアコンバルブで
圧倒的地位を維持

ニーズを探し個別開発・提案
新分野への拡大

社会インフラとのコネクテッド

機能追加システム提案

環境・省エネ・電動化の
市場ニーズに則した機能製品創出
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4-5 バルブ専門メーカーとして

タイヤバルブ・カーエアコンバルブで圧倒的地位を維持

■EV向けヒートポンプ式 カーエアコン用バルブの開発

■TPMS・バルブ製品の拡販

ヒートポンプ式エアコンパワートレインの変化 暖房用熱源が不足

・アフターマーケット向け製品 販売開始

北米：’20年11月～

■Schraderとのシナジー創出

・品質・原価・生産性など、ものづくりの強化

・新製品の開発協業と相互販売

商品名

→ヒートポンプ式エアコンへの移行で制御バルブが必要
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センシング・無線技術を応用したソリューション開発

4-6 新分野の技術開発

■センシング技術を応用した安全・安心製品開発

・フォークリフト用サーモ充電ケーブル

・データセンター向けサーバ異常監視システム

■モニタリング・無線技術を応用した新製品開発

《活用領域》

環境モニタリング需要

食品生産・輸送工程

医 薬 品 輸 送

畜 産 業 界

冷凍食品 冷凍コンテナ

輸送トラック 医薬品・検体
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4-7 サステナビリティレポート

■内容充実、名称変更し、10月28日に発行

・マテリアリティ特定プロセス

・環境ビジョン

・開示情報のグローバル化

・非財務情報の充実

https://www.pacific-ind.co.jp/csr/report/
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